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大学
改
革
が
い
わ
れ
て
い
る
。
本
学
科
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
面
で
　
　
　
　
　
山
　
本
　
和
　
明
　
　
本
学
国
文
学
科
専
任
講
師

噺
九
曇
縫
禁
誌
4
8
熱
詩
竃
賢
鶴
渇
⑭
　
鈴
木
徳
男
本
学
国
文
学
科
教
授

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
　
井
　
正
　
晴
　
　
本
学
国
文
学
科
助
教
授

　そ
ん
な
中
で
『
相
愛
国
文
』
は
、
学
科
発
展
の
大
き
な
力
に
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い
る
。
本
号
で
、
は
や
七
号
を
出
す
に
及
び
、
六
つ
の
論
稿
を
載
せ
る

こ
と
が
で
き
た
・
人
文
学
部
の
中
西
健
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に
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本
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平成
五
年
度
の
国
文
学
科
に
つ
い
て
。
前
年
度
で
退
任
さ
れ
た
池
田

勇
先
生
に
か
わ
り
、
橋
本
雅
之
先
生
に
来
て
い
た
だ
い
た
。
池
田
先
生

は

専
任
教員
と
し
て
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
本
学
科
の
た
め
に
尽
さ

れ
、
国
語
学
関
係
の
科
目
、
国
語
科
教
育
法
を
担
当
さ
れ
、
そ
の
間
、

学
科主
任
な
ど
を
通
じ
て
、
教
育
活
動
、
学
科
の
整
備
に
あ
た
ら
れ
た
。

学科
一
同
、
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
池田
先
生
を
は
じ
め
、
か
つ
て
の
先
生
方
の
計
り
知
れ
な
い
努
力
を

ふま
え
て
の
こ
と
は
無
論
だ
が
、
若
い
先
生
方
を
む
か
え
、
ま
す
く

活
気あ
る
学
科
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
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